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業務活動とその制度、利害関係者とリスクについて考えなければなりません。 
私たちはリスクマネジメントをして、時間と専門的な能力をふさわしくちゃんと使わなけ
ればなりません。次のような独自の貢献ができるように、力を注がなければなりません。 
・ 変化する業務、その担い手、システム、必要条件、利害関係者を理解し、記録を作
成し、最新にしていくこと。 
・ 時と共に変化が起きます。にもかかわらず、その知識を使って、記録と機関・機能・
義務の間に、意味のある、機械が実行可能な関係を作り出して維持することが不可
欠です。この関係が記録に意味をもたらす最も重要な文脈です。それは固定された
不動のものではなく、記録との関係、周りの記録との関係と合わせて常に変化して
います。私たちはこの変化を記録していかなければなりません。 
ここが、私たちが価値をもたらすことができるところです。つまり、国立公文書館のイギ
リスのデジタル関係の責任者であるステファン・シェリダンが最近、言ったように、文脈
（context）が私たちの “archival superpower”（アーカイブすることがもつ大きな力）な
のです。 
ビッグデータ、個人のプライバシーの限界の移動、機械学習、そして［ネットワークの接
続がそれを利用する人の数を上回る］ハイパーコネクティビティの時代にあって、レコード
キーピングの専門職はなくてはならない存在になり得ます。しかし、私たちは、この新しい
世界で生き残り、繁栄したいなら、対応し、優先順位をつけ、焦点化しなければなりません。
私たちは「事実の後」の記録の受身の受け手ではいられません。レコードキーピングが証拠、
信頼性、利用可能性についての変化するニーズに見合う記録を生み出していくだろうと推測
することはできません。私たちは記録の保護者であると同時に、業務を可能にする者ですが、
私たちの多くは今、「モノ」を管理するという考え方から、業務の過程、システム、データ
を理解してそれを使って働き、記録を、そして将来のアーカイブズをデザインするというふ
うに考え方を変えなければなりません。 
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